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1月14日に行われた長谷のどんど、ここでは竹や桧のほかに「1年がまめに過ぎますように」と豆柄と杉を
使い願を掛けたり、燃え止しの竹を持ち帰り火災除けのまじないとして床下や火を扱う場所に置くそうです。
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成
人
の
日
の
１
月
10
日
、
第
64
回
成

人
式
式
典
が
下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
下
市
町
で
は
76
名
（
男
37
名
・

女
39
名
）
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
、

振
り
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
74
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
中
学
卒
業
以
来
再
会
し

た
同
級
生
が
、
互
い
の
近
況
報
告
や
記

念
撮
影
な
ど
を
し
、
華
や
か
な
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
坊
　
法
子
さ
ん
（
善
城
）

が
司
会
進
行
を
務
め
、
増
田
建
太
さ
ん

（
幸
町
）
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
国
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　
ま
た
東
町
長
は
、「
皆
さ
ん
の
若
い
力

と
情
熱
を
持
って
下
市
町
を
担
って
く
だ

さ
い
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
杦
本

町
議
会
議
長
と
大
谷
区
長
連
合
会
長

が
、「
失
敗
を
恐
れ
ず
勇
気
と
向
上
心

を
持
って
人
生
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
祝
福
に
応
え
新
成
人
を
代
表
し
て
中

田
健
二
さ
ん
（
幸
町
）
が
、
二
十
歳
の

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
、

懇
親
会
も
催
さ
れ
、
友
人
と
の
再
会
を

喜
び
思
い
出
に
残
る
二
十
歳
の
門
出
と
な

っ
た
よ
う
で
す
。

2



3

　　　　　　　　　　今の僕がいるのは、多くの
　　　　　　　　　方々の支えがあったからであ
　　　　　　　　　り、特に中学校の先生方には
感謝の気持ちでいっぱいです。いかなる時でも、
親身になって私達のことを考え、時には真剣に叱
ってくれた姿は今でも脳裏によみがえってきます。
これからも中学校で学んだことを忘れず前へ進み
つづけます。ありがとうございました。

　　　　　　　　　　この度は、新成人として、
　　　　　　　　　社会人の一員としての第一歩
　　　　　　　　　を踏むこととなりました。現
在まで無事たどり着けたのは、家族や友人、近隣
や社会の方々のおかげです。今まで私が周囲の方
々によって支えられてきたことを胸に刻み、自分
の生きる道を考えながら、今度は自分が社会に貢
献していけるようになりたいと思います。

　　　　　　　　　　本日、無事成人式を迎える
　　　　　　　　　ことができ、とても嬉しく思
　　　　　　　　　います。今まで育ててくれた
両親、祖父母には本当に感謝の気持ちでいっぱい
です。また、先生方や地域の皆様にも、いつも暖
かく見守ってくださりありがとうございました。
　私は、今、大学生なので、色々なことを吸収し
将来の夢に向かって進んでいきたいと思います。

　　　　　　　　　　私はこの二十年間でたくさ
　　　　　　　　　んの方々と出会うことができ
　　　　　　　　　時には刺激を受け、論しても
らい、共に笑い…。この出会いがあったからこそ
今の私がいるのだと思います。本当に『感謝』し
たいです。これからは私自身が誰かの糧となれる
ような人間になりたいです。最後にこの『人生』
という素敵なプレゼントを与えてくれた両親・家
族へ「いつもありがとう。これからもよろしくね。」

増田建太さん 中田健二さん

中西由美さん坊　法子さん
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1
月
16
日
に
は
県
消
防
協
会
吉
野
支

部
の
連
合
出
初
式
が
大
淀
町
文
化
会
館

あ
ら
か
し
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
下
市
町

か
ら
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
県
知
事
表
彰

  

尾
　
崎
　
嘉
　
紀 

④

  

小
　
畑
　
喜
　
嗣 

⑤
　

  

大
　
川
　
博
　
史 

⑧

奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

  

吉
　
谷
　
良
　
浩 

③

  

福
　
西
　
起
　
博 

⑥
　

  

小
　
澤
　
和
　
生 

⑦
　 

  

山
　
田
　
彰
　
一 

⑫

 

奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

  

髙
　
尾
　
光
　
明 

②

  

本
　
田
　
雅
　
也 

⑧

  

阪
　
田
　
博
　
也 

⑧

  

小
　
西
　
良
　
一 

⑪

  

乾
　
　
　
勇
　
夫 

⑫

　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
○
内
数
字
は
分
団
名

　
町
消
防
団
出
初
式
が
１
月
９
日
下
市

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
町
内

に
あ
る
12
分
団
、
団
員
258
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
永
年
勤
続
団
員
へ

の
表
彰
を
は
じ
め
、
第
23
回
奈
良
県
消

防
操
法
大
会
出
場
団
員
へ
県
知
事
表
彰

が
伝
達
さ
れ
た
ほ
か
、
分
列
行
進
、
視

閲
、
放
水
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
状
・
感
謝
状
を
受
け
ら
れ

た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

▼
感
謝
状
（
退
職
団
員
）

糀
　
　
正
浩
　
　
桝
本
　
憲
司

岡
西
　
理
量
　
　
村
井
　
　
保

辻
田
　
泰
行
　
　
松
尾
　
誠
二

（
故
）吉
岡
　
信
晴

▼
感
謝
状
（
消
防
団
後
援
会
活
動
協
力
者
）

堀
内
　
照
夫

▼
県
知
事
表
彰

表
彰
状
（
奈
良
県
消
防
操
法
大
会
出
場
）

下
市
町
消
防
団

上
田
　
哲
也
①
　
岡
　
　
純
司
③
　

梅
本
　
智
司
④
　
木
地
本
義
久
④

安
田
　
憲
司
⑧
　
前
中
　
直
人
⑪

▼
町
長
表
彰

勤
続
20
年

下
田
　
哲
司
①
　
丸
尾
　
剛
弘
③

廣
橋
　
延
隆
⑪
　
森
田
　
浩
一
⑪
　

籠
谷
　
治
男
⑫

勤
続
15
年

髙
尾
　
光
明
②
　
平
田
　
武
博
③
　

東
　
　
紀
男
④
　
南
田
　
喜
博
④
　

泉
沢
　
一
則
⑦
　
小
西
　
良
一
⑪

和
泉
　
行
美
⑪
　
乾
　
　
勇
夫
⑫

勤
続
10
年

山
下
　
訓
弘
④
　
橋
屋
　
和
弘
④

東
　
　
　
隆
⑤

▼
団
長
表
彰

表
彰
状

南
　
　
佳
治
①
　
田
中
　
照
雄
①
　

廣
橋
　
秀
紀
②
　
吉
崎
　
道
雄
②

椿
本
　
教
治
④
　
西
村
　
佳
訓
⑤

前
垣
　
昇
司
⑥
　
清
水
　
　
徹
⑥

和
泉
　
佳
利
⑦
　
浦
　
　
義
人
⑧

桝
谷
　
博
継
⑪
　

▼
中
吉
野
警
察
署
長
表
彰

感
謝
状

岸
本
　
　
博
④
　 

岡
本
　
雅
行 

⑤
　

山
本
　
純
司
⑤
　 

泉
谷
　
浩
之 

⑥

北
垣
内
　
覚
⑥

勤
続
30
年

谷
上
　
利
一
⑩

　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
○
内
数
字
は
分
団
名

下
市
町
消
防
団
出
初
式

寒
風
の
中
　
整
然
と
し
て

吉野杉箸は地球温暖化
 ストップに役立っています！

  

昨
年
11
月
に
中
国
の
広
州

で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
に
、
ク
リ
ケ
ッ

ト
女
子
日
本
代
表
選
手
と
し

て
出
場
し
た
、
本
町
に
お
住

ま
い
の
吉
田
侑
加
さ
ん
が
、

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
銅
メ

ダ
ル
獲
得
の
喜
び
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
野
球
の

原
型
で
イ
ギ
リ
ス
の
国
技
と

　
中
吉
野
警
察
署
管
内
に
お

け
る
年
末
年
始
の
犯
罪
抑
止

や
交
通
事
故
防
止
、
そ
し
て

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
を
合
わ

せ
た
「
中
吉
野
犯
罪
・
事

故
・
飲
酒
運
転
ト
リ
プ
ル
ゼ

ロ
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、
一
日
警
察

署
長
に
任
命
さ
れ
た
『
ご
ん

た
く
ん
』
と
、
警
察
官
の
制

ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
作
戦

　
　
　
　
　
　
　〜
中
吉
野
警
察
署
〜

　
吉
野
杉
箸
商
工
業
協
同
組

合
に
、
林
野
庁
が
推
進
す
る

「
木
づ
か
い
運
動
」
に
お
い

て
、
財
団
法
人
日
本
木
材
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
賞
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
活
木
活
木
（
い
き

い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

「
木
づ
か
い
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
国
産
材
利
用
の
意

義
や
良
さ
に
つ
い
て
積
極
的

に
紹
介
等
を
行
っ
た
事
業
者

及
び
木
づ
か
い
運
動
の
意
義

等
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
っ

た
普
及
啓
発
者
に
贈
ら
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
木
づ
か
い
運
動
と
は
、
林

野
庁
が
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
、

国
民
運
動
の
取
り
組
み
と
し

て
開
始
し
、
国
産
材
の
積
極

的
な
利
用
を
通
じ
て
山
村
の

活
性
化
や
、
二
酸
化
炭
素
を

た
っ
ぷ
り
吸
収
す
る
元
気
な

森
林
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

  

吉
野
杉
箸
商
工
業
協
同
組

合
の
吉
井
照
雄
理
事
長
を
は

じ
め
役
員
ら
が
町
長
を
訪
ね
、

受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
、

「
吉
野
杉
箸
の
利
用
が
森
林

の
活
性
化
と
な
り
、
二
酸
化

炭
素
削
減
に
役
立
つ
こ
と
、

ま
た
廃
材
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
エ
コ
商
品
で
あ
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
な
け
れ

ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

12/16

下
市
特
産「
杉
箸
」の

　
良
さ
を
全
国
で
Ｐ
Ｒ

一
日
警
察
署
長
『
ご
ん
た

く
ん
』
と
チ
ビ
ッ
コ
ポ
リ

ス
が
管
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
知
っ
て

頂
く
機
会
に
な
れ
ば
嬉
し

い
で
す
」
と
話
さ
れ
る
吉

田
選
手

服
を
着
用
し
た
ち
び
っ
子
ポ

リ
ス
（
阿
知
賀
幼
稚
園
の
園

児
）
６
人
は
、
管
内
の
金
融

機
関
や
、
株
式
会
社
大
紀
、

ま
た
株
式
会
社
オ
ー
カ
ワ
を

訪
問
し
、
安
全
・
安
心
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
来
訪

者
や
従
業
員
等
に
犯
罪
抑
止

や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

い
わ
れ
る
球
技
で
す
。
ア
ジ

ア
大
会
に
は
、
８
ヶ
国
（
パ

キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
香
港
、
ネ
パ
ー
ル
、

日
本
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

日
本
は
三
位
決
定
戦
で
中
国

を
破
り
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
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吉野杉箸は地球温暖化
 ストップに役立っています！

  

昨
年
11
月
に
中
国
の
広
州

で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
ア
ジ

ア
競
技
大
会
に
、
ク
リ
ケ
ッ

ト
女
子
日
本
代
表
選
手
と
し

て
出
場
し
た
、
本
町
に
お
住

ま
い
の
吉
田
侑
加
さ
ん
が
、

町
長
を
表
敬
訪
問
し
、
銅
メ

ダ
ル
獲
得
の
喜
び
を
報
告
し

ま
し
た
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
野
球
の

原
型
で
イ
ギ
リ
ス
の
国
技
と

　
中
吉
野
警
察
署
管
内
に
お

け
る
年
末
年
始
の
犯
罪
抑
止

や
交
通
事
故
防
止
、
そ
し
て

飲
酒
運
転
根
絶
運
動
を
合
わ

せ
た
「
中
吉
野
犯
罪
・
事

故
・
飲
酒
運
転
ト
リ
プ
ル
ゼ

ロ
作
戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
、
一
日
警
察

署
長
に
任
命
さ
れ
た
『
ご
ん

た
く
ん
』
と
、
警
察
官
の
制

ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
作
戦

　
　
　
　
　
　
　〜
中
吉
野
警
察
署
〜

　
吉
野
杉
箸
商
工
業
協
同
組

合
に
、
林
野
庁
が
推
進
す
る

「
木
づ
か
い
運
動
」
に
お
い

て
、
財
団
法
人
日
本
木
材
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 

こ
の
賞
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
活
木
活
木
（
い
き

い
き
）
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、

「
木
づ
か
い
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
国
産
材
利
用
の
意

義
や
良
さ
に
つ
い
て
積
極
的

に
紹
介
等
を
行
っ
た
事
業
者

及
び
木
づ
か
い
運
動
の
意
義

等
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Ｒ
を
積
極
的
に
行
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た
普
及
啓
発
者
に
贈
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て
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る
も
の
で
す
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づ
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運
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と
は
、
林
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、
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り
吸
収
す
る
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な
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林
づ
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り
を
進
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る
た
め

行
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て
い
る
も
の
で
す
。

  

吉
野
杉
箸
商
工
業
協
同
組

合
の
吉
井
照
雄
理
事
長
を
は

じ
め
役
員
ら
が
町
長
を
訪
ね
、

受
賞
の
喜
び
を
報
告
し
、

「
吉
野
杉
箸
の
利
用
が
森
林

の
活
性
化
と
な
り
、
二
酸
化

炭
素
削
減
に
役
立
つ
こ
と
、

ま
た
廃
材
を
利
用
し
て
作
ら

れ
た
エ
コ
商
品
で
あ
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
な
け
れ

ば
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

12/16

下
市
特
産「
杉
箸
」の

　
良
さ
を
全
国
で
Ｐ
Ｒ

一
日
警
察
署
長
『
ご
ん
た

く
ん
』
と
チ
ビ
ッ
コ
ポ
リ

ス
が
管
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

「
ク
リ
ケ
ッ
ト
を
知
っ
て

頂
く
機
会
に
な
れ
ば
嬉
し

い
で
す
」
と
話
さ
れ
る
吉

田
選
手

服
を
着
用
し
た
ち
び
っ
子
ポ

リ
ス
（
阿
知
賀
幼
稚
園
の
園

児
）
６
人
は
、
管
内
の
金
融

機
関
や
、
株
式
会
社
大
紀
、

ま
た
株
式
会
社
オ
ー
カ
ワ
を

訪
問
し
、
安
全
・
安
心
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、
来
訪

者
や
従
業
員
等
に
犯
罪
抑
止

や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

い
わ
れ
る
球
技
で
す
。
ア
ジ

ア
大
会
に
は
、
８
ヶ
国
（
パ

キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
、
中
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
香
港
、
ネ
パ
ー
ル
、

日
本
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

日
本
は
三
位
決
定
戦
で
中
国

を
破
り
、
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
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火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。

火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
―
３
つ
の
習
慣・４
つ
の
対
策
―

【
３
つ
の
習
慣
】

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

中吉野広域消防組合消防本部・下市消防署　　☎　５２－２２９９　　火事・救急は１１９

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
火
災
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
２２
年
）

●
火
災
発
生
件
数

●
種
別
ご
と
の
件
数

●
原
因
ご
と
の
件
数

３月１日～７日春季火災予防運動実施　統一標語「消したかな あなたを守る 合言葉」

種別 件　数
建　物 10
林　野 ２
車　両 １
その他 ７
合計 20

町村名 件　数
下市町 3
大淀町 14
黒滝村 １
天川村 ２
合計 20

原　因 件　数
火 入 れ
た ば こ
風呂かまど
た き 火
ラ イ タ ー
電灯・電話等の配線
そ の 他
不 明
調 査 中

３
１
１
１
１
１
４
５
３

　
本
町
に
あ
る
蛭
子
神
社
の
祭

礼
と
と
も
に
下
市
最
大
の
祭
事

『
初
市
』
が
、
今
年
も
開
か
れ

ま
す
。

　
初
市
は
、
地
元
本
町
の
世
話

役
（
蛭
子
神
社
総
代
）
の
皆
さ

ん
に
よ
っ
て
、
歴
史
が
途
絶
え

ぬ
よ
う
に
、
ま
た
多
く
の
参
拝

者
で
賑
わ
い
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
の
使
命
感
と
情

熱
を
持
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
商

工
会
や
元
気
印
朝
市
、
栃
原
道

し
る
べ
な
ど
が
出
店
す
る
ほ
か
、

ご
ん
た
く
ん
を
は
じ
め
県
内
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
警
察
音

楽
隊
な
ど
に
よ
る
安
全
安
心
パ

レ
ー
ド
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

家
族
や
お
友
達
と
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

この日、社団法人吉野青年会議
所による献血が行われます。
場所：アメニティセンター
時間：午前 10：00～正午
　　　午後 1：00～ 4：00

ごんたくんや県内の人気キャラクターが来るよ

蛭
子
神
社
の
祭
典
・
下
市
最
大
の

２/１２
初市

午後1：30～　子供みこし
午後2：30～　抽選券発売
午後3：00～　大抽選会
　　　　　　　安全安心パレード

6　
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平成23年度　町民税・県民税申告のお願い
　平成 22 年中の所得に対して課税される平成 23 年度町県民税の申告書を提出していただく時期になりま
した。この申告書は、皆さんの町県民税・国民健康保険税等を正しく算出する基礎となり、所得証明など
の証明書発行にも重要なものですので必ず期限内に申告してください。
申告が必要と思われる方には、町県民税の申告書を郵送いたします。郵送されていない方で申告書が必要
な方は、ご連絡ください。

町民税の申告をしなければならない人

　平成 23 年 1 月 1 日現在、町内に住所があり、平成 22 年中（平成 22 年１月１日～ 12 月 31 日）に

所得のあった人。

※ ただし、次の人は申告の必要がありません。
◆確定申告書を税務署へ提出される人

◆給与所得のみで、勤務先などから給与支払報告書が役場へ提出されている人（注）

◆公的年金所得のみで、支払先から公的年金等支払報告書が役場に提出されている人（注）

　（注） 各種所得控除（雑損控除・医療費控除・社会保険料控除・生命保険料控除 ･ 地震保険料控除・

　　　　配偶者特別控除・扶養控除等）を受けようとする人又は、控除対象配偶者控除、扶養控除等に

　　　　変更がある人は、町・県民税申告書又は確定申告書の提出が必要となります。

※平成 22 年中に所得がなかった場合でも下記のような方は、それぞれの業務の基礎資料となり　

ますので、町県民税申告書の提出をお願いいたします。
① 国民健康保険に加入している人（国保税算定や軽減判定及び高額医療費の判定に必要）

② 介護保険に加入している人（保険料の算定に必要）

③ 後期高齢者医療制度に加入している人及びその家族（保険料の算定や軽減判定に必要）

④ 福祉医療費助成制度の受給者及びその家族（受給資格判定資料に必要）

⑤ 国民年金に加入している人（免除申請に必要）

⑥ 障害基礎年金などの受給者（受給資格判定に必要）

⑦ 保育園児の保護者（保育料の算定に必要）

⑧ 福祉サービスを受ける人（受給資格判定資料に必要）

⑨ 町営住宅に入居されている人（家賃決定に必要）

⑩ 他の人に扶養されている人（認定等の所得証明書発行のために必要）

⑪ 住民税に係る各種証明書等の交付を必要とする人

⑫ 下市町ＣＡＴＶ利用促進補助金を申請される人（平成 23 年度予算成立が前提となります。）

申告書提出期間 平成 23年 3月 15日（火）まで（郵送も可）

町県民税申告用紙は税務課窓口に備え付けてあります。

　　　　【問い合わせ】下市町税務課住民税係  ☎ 52 − 0001（内線 173）IP 68 − 9066（直通）
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　下市町中央公民館及び下市町ウエイトリフティング練
習場が、（仮称）地域多世代交流センター建設に伴い取
り壊しとなるため、平成２３年３月３１日をもって廃止
することとなりました。
　４月以降は、下記の施設をご利用いただきますようお
願いします。
【中央公民館の代替施設について】
　下市町農村環境改善センターまたは下市観光文化セン
ター等をご利用ください。
　※平成23年4月以降新施設完成までの期間
【ウエイトリフティング練習場の代替施設について】
　平成23年4月より下市町総合体育館内のトレーニング
ルームへ器具等を移転し利用いただきます。
■中央公民館代替施設利用に関する問い合わせ
　　　教育委員会　☎　５２－１７１１（代）
　　　　　　　　　ＩＰ６８－９０８０（直通）
■総合体育館トレーニングルーム利用に関する問い合わせ
　　　総合体育館　☎　５２－８９６５（代）
　　　　　　　　　ＩＰ６８－９０８４（直通）

自衛官各種募集

人権擁護委員の紹介

・公的個人認証サービスの有効期限は３年です。
・失効した場合には、国税の電子申告などの電子申請・

届出に使うことができなくなります。
・有効期限が切れる方は、新しい電子証明書の発行（更

新）手続が必要になります。
・更新を希望される方は、役場住民福祉課で手続きをし

てください。
　手数料５００円と住民基本台帳カード（写真付きでな

い住基カードの方は免許証などの写真付き身分証明
書）そして印鑑をご持参ください。

 ■問い合わせ　住民福祉課
　　　　　　　☎　　５２－０００１（代）
　　　　　　　ＩＰ　６８－９０６３（直通）

公的個人認証サービスの
有効期限切れにご注意ください

中央公民館および
ウエイトリフティング練習場の廃止について

　米田 友紀子さん（大峯）が１月１日付けで法務大臣
から委嘱を受け再任されました。
　人権心配事相談を毎月第一・第三木曜日に行っていま
すのでご利用ください。

■募集種目  幹部候補生・一般曹候補生・予備自衛官補
≪幹部候補生≫
■受付期間　２月１日（火）～５月６日（金）
■試験日時
　１次試験　５月１４日筆記試験
　　　　　　５月１５日筆記式操縦適性検査
　　　　　　　　　　　（飛行要員希望者のみ）
　２次試験　６月１４日～１６日の内の指定日
■受験資格　
　22 歳以上 26 歳未満の者（平成 24 年 4 月 1 日現在）
　20 歳以上 22 歳未満で大学卒業に相当する者
≪一般曹候補生≫
■受付期間　２月１日（火）～５月６日（金）
■試験日時
　１次試験　５月２１日
　２次試験　６月２２日～２７日の指定する１日
■受験資格　
　18 歳以上 27 歳未満の者（平成 24 年 4 月 1 日現在）
≪予備自衛官補≫
■受付期間　１月１１日（火）～４月６日（水）
■試験日時　４月１５日～１８日の指定する１日
■受験資格　
　一般公募　18 歳以上 34 歳未満の者
　技能公募　18 歳以上 35 歳未満の者
　※国家資格等を有する場合は資格により 54 歳または
　53 歳未満となります。　
■問い合わせ　
　自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所
　☎　０７４７－２２－３７８９

8

平平成成２２３３年年４４月月オオーーププンン予予定定
ごご利利用用受受付付中中！！！！

平平成成２２３３年年４４月月オオーーププンン予予定定
ごご利利用用受受付付中中！！！！

イメージ図

デデイイササーービビスス（（通通所所介介護護）） 定定員員１１００名名

営営業業日日：：月月曜曜～～金金曜曜日日

シショョーートトスステテイイ（（短短期期入入所所生生活活介介護護）） 定定員員１１００名名
随随時時ごご利利用用可可能能

北野しもいち彩（いろどり）の里
社会福祉法人北野福祉会

お問合わせ：

☎　0747-52-0240
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アンケート調査にご協力ください

住所変更の手続きについて

　６５歳以上の方を対象に２月から次の調査を郵送によ
り実施いたしますのでご協力をお願いいたします。詳し
くは折り込みチラシをご覧ください。
①日常生活圏域ニーズ調査
②要援護者台帳登録意向調査
■問い合わせ　介護支援課
　　　　　　　☎　　５２－０００１（代）
　　　　　　　ＩＰ　６８－９０６４（直通）

お し ら せ 納期内にお納めください

地上デジタルチューナー
支援実施について

■日時　２月１６日（水）午後１時～４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ・予約 
　　　　住民福祉課 
　　　　☎　　５２－０００１（代）
　　　　ＩＰ　６８－９０６３（直通）

■日時　３月４日（金）午後１時～４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ・予約　
　奈良弁護士会内中南和法律相談センター係
　☎　０７４２－２２－２０３５

　転入・転出・転居など、住所が変わる方は、１４日以
内のお届けが義務づけられています。お届けはお早めに
お願いします。  
■問い合わせ　住民福祉課
　　　　　　　☎　　５２－０００１（代）
　　　　　　　ＩＰ　６８－９０６３（直通）

2/16　吉野三町無料法律相談�〈奈良弁護士
会所属弁護士による無料相談〉

中南和法律相談センター
〈県内中南和各地で随時開催しています〉

３月は下市町で開催されます

２月２１日（月）
　　　は町県民税第３期納期限です。
２月２８日（月）
　　　は国民健康保険税第９期納期限です。
納め忘れのないようにお納めください。また口座振替ご
利用の方は預金残高の確認をお願いします。

　総務省では、地上デジタル放送未対応で世帯全員が市
町村民税非課税の世帯に対し、地上デジタル放送を視聴
するために必要な簡易なチューナーを無償給付していま
す。
　※詳しくは回覧板で周知させていただきますので
　　ご回覧ください。
■問い合わせ　
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎　０５７０－０２３７２４

下市温泉秋津荘・明水館では人材登録制でアルバイトを
募集しています。※時期は不定期です。
■仕事内容　　応接係等
■時　　給　　８００円
■問い合わせ  下市温泉秋津荘・明水館 
　　　     　 　☎　　５２－２６１９（代）
　　　　　　　ＩＰ　６８－９０８１（直通）

　税務署での申告の受付期間は、2 月 16 日（水）から
3 月 15 日（火）までとなっています。

（還付申告については 2 月 15 日（火）以前でも申告書
を提出することができます。）
　吉野税務署では、下記のとおり確定申告の相談会を開
催しますのでご利用ください。
■年金受給者のための相談会　
　２月８日（火）・９日（水）
※事業所得、不動産所得、譲渡所得についての相談は
　行っておりません。
■税理士による地区相談会　２月 22 日（火）
※土地・建物や株式等の譲渡、贈与税、相続税、山林所
得や住宅借入金等特別控除の相談は行っておりません。
■時間　10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00
■場所　下市町農村環境改善センター（役場隣）
　　　　　　　　　吉野税務署　☎ 0746-32-3385

下市温泉秋津荘・明水館
女性アルバイト職員募集

平成 22 年分所得税の申告について
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今月のおすすめ本
　

伊
賀
の
上
忍
・
百
地
丹
波
に
よ
っ
て
一
流
の
忍

者
に
育
て
ら
れ
た
文
吾
は
、
何
ゆ
え
忍
び
を
目
指

す
の
か
思
い
悩
む
。
や
が
て
北
畠
（
織
田
）
信
雄

率
い
る
大
軍
が
伊
賀
に
迫
る
―
。

　

た
て
が
み
が
の
び
て
、
だ
る
ま
の
よ
う
に
な
っ

た
ラ
イ
オ
ン
が
い
ま
し
た
。

い
っ
た
の
は
カ
エ
ル
の
と
こ
や
さ
ん
。
す
っ
き
り

さ
っ
ぱ
り
す
る
は
ず
が
、
ど
、
ど
、
ど
う
し
て
こ

ん
な
こ
と
に
！
？

乾　緑郎　著

忍び外伝

サトシン　著

とこやにいったライオン
（絵本）

社
協
だ
よ
り

 

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
二
月
十
六
日
～
一
月
十
五
日
の

期
間
に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

●
供
養
と
し
て

辰
巳
か
よ
子
（
下　

阪
）
３
万
円

尾
上　

治
吉
（
阿
知
賀
）
２
万
円

橋
岡　

佳
則
（
青
葉
台
）
２
万
円

北
村　

弘
行
（
今
在
家
）
５
万
円

訂
正
と
お
詫
び

  

一
月
広
報
の
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

●
供
養
と
し
て

安
井　

芳
男
（
田　

中
）
２
万
円

相談内容 場　　所 相　談　日 時　間

行政・人権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
☎ 52 − 6125

	 2	月	3 	日	㈭

午後 1 時

午後 3 時

	 3	月	3 	日	㈭

人　権・

心配ごと相談

（電話相談も可）

下市町保健センター
☎ 52 − 6125

	 2	月	17	日	㈭

	 3	月	17	日	㈭

〜

事　業　名 日　　　時 対象者・内容等
子 育 て 教 室 ２月９日（水） 午前10時～正午 4歳までの幼児およびその保護者「おはなしの部屋」

BCG 予防接種
２月 17日（木）

午後１時15分～１時30分受付 平成22年10月1日～平成22年10月31日生

三種混合予防接種 午後１時30分～１時45分受付 平成22年5月1日～平成22年8月31日生

乳児健診
3～５ヶ月児

２月 24日（木）
午後１時～１時15分受付 平成22年9月1日～平成22年11月30日生

９～ 11ヶ月児 午後１時30分～２時受付 平成22年3月1日～平成22年5月31日生

健康スケジュール 場所／保健センター

問い合わせ／ほけん年金課　☎５２－０００１（代）　ＩＰ６８－９０６５（直通）
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金原ひとみ　著

ＴＲＩＰ
ＴＲＡＰ

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28

図書館だより
２月の休館日

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日〜月曜日
　　午前 9 時〜午後 5 時
★休館日の返却は１階の返却箱へ
　お返しください

　

友
人
と
2
人
で
旅
立
っ
た
沼
津
、
結
婚
し
て
夫
婦

で
訪
れ
た
パ
リ
、
子
育
て
の
さ
な
か
逃
げ
る
よ
う
に

た
ど
り
着
い
た
湘
南
。
少
女
か
ら
大
人
に
、
そ
し
て

母
に
な
っ
て
い
く
女
性
の
姿
を
、
旅
を
軸
に
し
て
描

い
た
短
編
集
で
す
。

毎月１１日は「人権を確かめあう日」

　

図
書
館
の
本
の
購
入
費
の
一
部

は
下
市
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

下
市
町
立
図
書
館 

　
　
　

☎
�
１
７
１
１
（
代
）

　
　

I
P
�
９
０
８
０
（
直
通
）

おはなし会
２月 26日（土）
午後 2時～

植
うえ

 森
もり

 壱
かず

 寅
とら

 ちゃん

小
お

 川
がわ

 峻
しゅん

 永
と

 ちゃん

布
ぬの

  辻
つじ

  乃
の の か

々香 ちゃん

１歳　男の子（栃原）

２歳　男の子（田中）

１歳　女の子（新住）

平成22年２月３日生まれ

平成21年２月25日生まれ

平成22年２月12日生まれ

夢・叶より

パパ・ママより♥ 父・母より

とらちゃん、
　　　お誕生日おめでとう★
ネェネェたちと仲よくあそぼうね !!

　　２才おめでとう。目標高く夢
大きく
　　逞永や花ちゃんと仲良くね !!
今年もいっぱい笑おうね !!

乃々香ちゃんお誕生日おめでとう★
いつも笑顔で明るく元気に育ってね ！

２月生まれのおともだち
　　　　はっぴーばーすでぃ

３月に誕生日を迎える３歳ま
でのお子さんの写真を募集し
ています。
　　
締め切り　２月 1 ０日

情報システム課まで
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1/31（月） 2/1（火） 2（水） 3（木） 4（金） 5（土） 6（日）
吉野三町共同番組

ＣＡＴＶネットワーク 12 月
～お隣の町のちょっと気になる出来事～

１月のトピックス
1月に放送したニュース・話題を
総編集でお送りします。

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

7（月） 8（火） 9（水） 10（木） 11（金）12（土）13（日）
ご近所ふれあいサポーター養成講座①

～ご近所づきあいの復活・発展～

「介護支援サポーターとは」

下市の昔探訪
「下市の道標」

案内　菊田仁郎文化連盟会長

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

求人情報

14（月） 15（火） 16（水） 17（木） 18（金）19（土）20（日）
ご近所ふれあいサポーター養成講座②

～ご近所づきあいの復活・発展～

「地域での見守り活動」

下市中学校
文 　 化 　 祭

（第２部　舞太鼓飛鳥組）

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

21（月） 22（火） 23（水） 24（木） 25（金）26（土）27（日）
人権講演会

「人と人のつながりを宝に」
市町村人権同和問題啓発連協
事務局長　成田　進さん

吉野町三町共同番組
ＣＡＴＶネットワーク　１月
～お隣の町のちょっと気になる出来事～

ワイドしもいち
一週間のニュース・話題
健康だより・求人情報

28（月） 3/1（火） ２（水） ３（木） 4（金） 5（土） 6（日）
みんなの学園通信

１月の行事
学校行事を紹介します

ご近所ふれあいサポーター養成講座③
～ご近所づきあいの復活・発展～

「高齢者の消費者被害」
ワイドしもいち
一週間のニュース・話題

　のうご
き

平成23年１月31日〜3月６日

放
送
時
間

昼 12：30 から
夕 18：30 から
夜 21：00 から

翌朝   6：30 から

　　　　平成22年12月31日現在

人　口　6,950人（－17）

　男　　3,306人（－13）

　女　　3,644人（－4）

世帯数　2,665世帯（ 0 ）

　　　　　（　　）内は前月比

出生	 2人	 死亡	 16人

転入	 5人	 転出	 8人
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※都合により、番組内容・放送時間を変更する場合があります。ご了承ください。

広告を載せませんか 町の広報紙・ホームページ・テレビに有料広告を募集しています。

　秋津荘並びに明水館では駐車場の舗装工事や館内の施設改修工事等のた
め、本年２月下記のとおり臨時休館を予定しております。◎印が休館日、○
印は臨時休館予定日です。なお工事関係上、臨時休館予定日にあっても営業
を行わせていただく場合があります。詳しくは下記までお問い合わせくだ
さい。（臨時休館予定日における開館については、明水館玄関等においても
お知らせをいたし
ます。） 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

■問い合わせ
下市温泉
秋津荘・明水館
☎５２－２６１９㈹
ＩＰ６８－９０８１
　　　　　（直通）

下市温泉秋津荘・明水館休館のお知らせ


